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　通知書
　私、山田太郎は、貴殿に対し記１の物件につき敷金若しくは保証金の目的で金銭を預けておりましたが、契約が終了し物件の引渡しが終わりましたので敷金の全額金二十四万円を記２の銀行口座にお振込み頂きますよう請求いたします。
　なお、本書面到達後七日間以内にお支払い頂けない場合や国土交通省より公表されている「賃貸住宅の原状回復をめぐるトラブル事例とガイドライン」により通常の損耗として賃貸人負担とされているものを敷金より差し引いて振り込んだ場合には、訴訟その他の法的手続きをとらざるを得なくなりますので、ご了承ください。

　　　　　　　　記１

一、賃貸物件

東京都文京区大塚一丁目二番三―四〇五号

鉄筋鉄骨コンクリート造

十二階建四階の内四〇五号室

二、賃料

壱ヶ月　金十二万円　管理費別

三、敷金　金二十四万円
記２

一、振込口座

　渋谷銀行文京支店

　普通預金　一二三四五六七

　山田　太郎（ヤマダ　タロウ）

記３

「賃貸住宅の原状回復をめぐるトラブル事例とガイドライン」により賃貸人の負担とされているものの例（抜粋）

１、畳の裏返し、表替え（特に破損等していないが、次の入居者確保のために行うもの）
（考え方）
　入居者入れ替わりによる物件の維持管理上の問題であり、賃貸人の負担とすることが妥当と考えられる。
　２、フローリングワックスがけ
（考え方）
　ワックスがけは通常の生活において必ず行うとまでは言い切れず、物件の維持管理の意味合いが強いことから、賃貸人負担とすることが妥当と考えられる。
　３、家具の設置による床、カーペットのへこみ、設置跡
（考え方）
　家具保有数が多いという我が国の実状に鑑みその設置は必然的なものであり、設置したことだけによるへこみ、跡は通常の使用による損耗ととらえるのが妥当と考えられる。
　４、畳の変色、フローリングの色落ち（日照、建物構造欠陥による雨漏りなどで発生したもの）
（考え方）
　日照は通常の生活で避けられないものであり、また、構造上の欠陥は、賃借人には責任はないと考えられる。
　５、タバコのヤニ
（考え方）
　喫煙自体は用法違反、善管注意義務違反にあたらず、クリーニングで除去できる程度のヤニについては、通常の損耗の範囲であると考えられる。
６、テレビ、冷蔵庫等の後部壁面の黒ずみ（いわゆる電気ヤケ）
（考え方）
　テレビ、冷蔵庫は通常一般的な生活をしていくうえで必需品であり、その使用による電気ヤケは通常の使用ととらえるのが妥当と考えられる。
　７、壁に貼ったポスターや絵画の跡
（考え方）
　壁にポスター等を貼ることによって生じるクロス等の変色は、主に日照などの自然現象によるもので、通常の生活による損耗の範囲であると考えられる。
　８、エアコン（賃借人所有）設置による壁のビス穴、跡
（考え方）
　エアコンについても、テレビ等と同様一般的な生活をしていくうえで必需品になってきており、その設置によって生じたビス穴等は通常の損耗と考えられる。
　９、クロスの変色（日照などの自然現象によるもの）
（考え方）
　畳等の変色と同様、日照は通常の生活で避けられないものであると考えられる。
　１０、壁等の画鋲、ピン等の穴（下地ボードの張替えは不要な程度のもの）
（考え方）
　ポスターやカレンダー等の掲示は、通常の生活において行われる範疇のものであり、そのために使用した画鋲、ピン等の穴は、通常の損耗と考えられる。
１１、網戸の張替え（破損等はしていないが次の入居者確保のために行うもの）
（考え方）
　入居者の入れ替わりによる物件の維持管理上の問題であり、賃貸人の負担とすることが妥当と考えられる。
　１２、地震で破損したガラス
（考え方）
　自然災害による損傷であり、賃借人には責任はないと考えられる。
　１３、網入りガラスの亀裂（構造により自然に発生したもの）
（考え方）
　ガラスの加工処理の問題で亀裂が自然に発生した場合は、賃借人には責任はないと考えられる。
１４、全体のハウスクリーニング（専門業者による）
（考え方）
　賃借人が通常の清掃（具体的には、ゴミの撤去、掃き掃除、拭き掃除、水回り、換気扇、レンジ回りの油汚れの除去等）を実施している場合は次の入居者を確保するためのものであり、賃貸人負担とすることが妥当と考えられる。
　１５、消毒（台所、トイレ）
（考え方）
　消毒は、日常の清掃と異なり、賃借人の管理の範囲を超えているので、賃貸人負担とすることが妥当と考えられる。
　１６、浴槽、風呂釜等の取替え（破損等はしていないが、次の入居者確保のために行うもの）
（考え方）
　物件の維持管理上の問題であり、賃貸人負担とするのが妥当と考えられる。
　１７、鍵の取替え（破損、鍵紛失のない場合）
（考え方）
　入居者の入れ替わりによる物件管理上の問題であり、賃貸人の負担とすることが妥当と考えられる。
　１８、設備機器の故障、使用不能（機器の耐用年限到来のもの）
（考え方）
　経年劣化による自然損耗であり、賃借人に責任はないと考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　平成十九年十月二十一日

　通知人

　　東京都文京区大塚二丁目三番四号

　　山田　太郎
　被通知人

　　東京都渋谷区代々木三丁目四番五―六〇三号

高田　健一　殿　　

